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科学技術計算において，連立一次方程式の解や行列の固有値・特異値を計算する場面が頻繁に現れる．そのた

め，これらの行列計算の性能を把握することは，アプリケーションと数値計算・高性能計算の双方の分野の研究者

にとって有益となる．本課題では，最新のマルチコア/メニーコアCPUを搭載した北大新スパコンを用いて，主要な

行列計算ルーチンの性能評価を行い，その性能を分析した．

概要

課題代表者以外の主な参加メンバー （所属は課題実施時のもの）：

山本有作（電通大），中務佑治（NII），柳澤優香（早大），廣田悠輔（東京電機大），椋木大地（東京女子大），学生2名

北大スパコンGrand ChariotにおけるIntel MKLの主要行列計算ルーチンの性能評価の結果

得られた性能評価結果の分析
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スレッド並列化による高速化率（1スレッド vs. 40スレッド）
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データ型による実行時間の違い（40スレッド, 単精度実数を基準）

一般行列の固有値分解ルーチンのスレッド並列化効率の向上が急務． 複素数型の挙動：演算律速 or メモリ律速（例：sytrd）で異なる．
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LU分解（getrf）
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コレスキー分解（potrf）

1.0E-02

1.0E-01

1.0E+00

1.0E+01

1.0E+02

1 2 4 8 16 32

QR分解（geqrf）
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対称固有値分解（syevd/heevd）
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一般固有値分解（geev）
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特異値分解（gesdd）
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三重対角化（sytrd/hetrd）
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ヘッセンベルグ化（gehrd）
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二重対角化（gebrd）

実験条件等

 Grand Chariot＠北大の１ノードを利用：

 20コア Xeon (Skylake) x 2 / ノード
（Intel Xeon Gold 6148, 2.40GHz）

 384GB / ノード

 Intel MKL （ver. 2018.0.3）
※スレッド並列版をリンク

 行列サイズ：1万 × 1万
（乱数で生成）

 スレッド数：１ ～ 40 （affinity: scatter）

◆：単精度実数 ■：倍精度実数 ▲：単精度複素数 ●：倍精度複素数 ※点線はリニアスケーリング縦軸：実行時間（秒），横軸：スレッド数


